
日常生活では、原付や自動車、大型トラックなど、さまざまな車両が移動手段として日々使われています。これらの運転には運転免許が必要で、

その取得には「適正検査」があります。視力は安全運転に欠かせない重要な項目です。視力等に関する検査内容を説明します。

令和7年9月  Vol.40 医療技術科（視能訓練士）

次号10月号の「診療技術部だより」は臨床検査科です。

視野検査

視野が基準を満たしているかどうかの判断は、警察署や運転免許センターで実施される
視野検査の結果のみが有効です。医療機関で発行された診断書に視野が基準以上と記載
されていても、それだけでは免許の取得・更新手続きは進められません。

今回の診療技術部だよりの担当は医療技術科（視能訓練士）です。
テーマは「運転免許の合格基準」です。

視力検査

片眼の視力が基準に満たない場合であっても、もう一方の眼が基準を満たしており、
かつその眼の視野が150°という基準に達している場合は、運転免許の取得・更新
が可能です。

普通免許等：片眼

原付等 ：両眼
大型等 ：片眼

大型免許等：両眼

普通免許等：両眼
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